
                   
 

年賀状の古文書学 
 

年賀状は、年頭の挨拶から生まれた文書様式です。 

年賀状は明治以降の郵便制度を前提として生まれた比較的若い文書様式です。 

しかし、皆様も御存知のとおり、昨今のＳＮＳ普及や、それ以前からあったメールの普及、 

そして葉書料金の値上げなどにより、 

近年では年賀状仕舞、年賀状離れが起こっていると言います。 

明治から令和まで、郵便制度により生まれ、通信技術の発達により消えようとしている 

短命な文書様式、それが年賀状です。 

ごく短期間に、数多くが生み出され、消えていった存在――年賀状。 

それは、示準化石のように、近現代日本という時代の特徴を表す史料かもしれません。 

人々の記憶の中に年賀状が残っている内に、 

年賀状という文書様式を古文書学の視点からご紹介しておきたいと思います。 

 

 

袋井市歴史文化館ミニ展示「お正月の歴史学」 

令和７年１月６日（月）～１月 31日（金） 



 
                             

                             

   

明
治
以
降
に
も
残
っ
て
い
る
風
習
で
す
が
、
江
戸
時
代
以

前
に
は
、
年
始
の
行
事
と
し
て
は
、
直
接
訪
問
し
て
新
年
の

祝
意
を
伝
え
る
、
年
始
廻
り
を
す
る
こ
と
が
主
流
で
し
た
。 

 

江
戸
時
代
に
も
、
年
始
に
当
た
っ
て
祝
意
を
伝
え
、
一
層

の
交
誼
を
願
う
書
状
を
送
る
習
慣
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ

も
、
書
状
を
使
者
が
持
参
し
、
主
人
が
そ
の
使
者
に
も
そ
れ

な
り
の
応
接
を
す
る
、
と
い
う
も
の
で
し
た
。 

 

江
戸
時
代
に
は
（
現
代
で
も
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
が
）、
年

始
に
訪
れ
る
の
は
下
の
者
で
あ
っ
て
、
上
の
者
は
家
に
あ
っ

て
迎
え
る
と
い
う
理
解
が
一
般
に
あ
り
ま
し
た
。
年
始
の
客

の
訪
問
は
、
上
下
関
係
や
身
分
制
社
会
と
不
可
分
に
結
び
つ

い
て
い
ま
し
た
。 

 

年
頭
の
挨
拶
に
つ
い
て
、
袋
井
市
域
に
あ
っ
た
鶴
松
村
の

事
例
を
少
し
見
て
み
ま
し
ょ
う
。 

文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
二
月
付
け
「
覚
」
に
は
以
下
の

よ
う
に
あ
り
、
五
年
に
一
度
、
名
主
・
組
頭
と
い
っ
た
村
役

人
が
地
頭
（
近
世
語
で
は
「
領
主
」
と
い
っ
た
意
味
）
の
役

所
に
年
始
の
挨
拶
（「
年
頭
御
礼
」）
に
行
く
こ
と
が
定
め
ら

れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。 

覚 

一
、
年
頭
御
礼
之
儀
者
、
先
格
之
通 

五
ヶ
年
目
之
事
。 

但
、
当
戌
年
、
来
ル

寅
年
、
順
年
与 

可
二

相
心
得
一

候
。
余
者
右
ニ

準
し

候
事
。 

且
正
月
廿
三
日
迄
ニ

出
府
者
届 

可
レ

致
候
。 

一
、
国
役
金
高
掛
リ

并
包
分
共
毎
年 

卯年（安政２年／1855）正月８日付け〔新年挨拶并大地震御救御米・金子礼状〕 



十
月
晦
日
限
リ

江
戸
者
以
二

町
使
一 

可
二

差
越
一

候
。 

地
頭 

文
久
二
戌

年

二
月

 
役
所
（
印
） 鶴

松
村 

名
主

組
頭
江 

先
に
簡
単
に
述
べ
た
こ
の
文
書
の
概
要
は
、
冒
頭
の
「
年

頭
御
礼
之
儀
者
、
先
格
之
通
五
ヶ
年
目
之
事
」
と
い
う
部
分

に
よ
っ
て
書
き
ま
し
た
が
、
そ
こ
に
続
く
、
一
字
下
げ
の
箇

所
に
は
「
但
、
当
戌
年
、
来
ル

寅
年
、
順
年
与

可
二

相
心
得
一

候
」

と
あ
っ
て
、
「
当
戌
年
」
（
文
久
二
年
／
一
八
六
二
）
、
「
来
ル

寅
年
」（
一
八
六
六
年
／
慶
応
二
）
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
年
頭
御

礼
に
行
っ
た
よ
う
で
す
。 

江
戸
時
代
に
は
、
ゼ
ロ
が
な
い
「
数
え
」
の
数
え
方
を
し

て
い
ま
し
た
か
ら
、「
満
」
の
数
え
方
だ
と
年
頭
御
礼
は
四
年

ご
と
と
な
る
よ
う
で
す
。
こ
の
前
に
は
、
一
八
五
八
年
（
安

政
五
年
）
、
一
八
五
四
年
（
嘉
永
七
年
／
安
政
元
年
）
に
も
年

頭
御
礼
に
行
っ
て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。 

こ
こ
で
、
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
二
月
付
け
「
覚
」
が

文
久
二
年
の
二
月
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
、
年
頭
御
礼
に
は

「
当
戌
年
」
も
当
た
っ
て
い
る
、
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
、
そ
の
年
の
次
の
年
の
年
頭
に
挨
拶
に
行
っ

て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
一
八

五
四
年→

一
八
五
五
年
の
年
頭
、
一
八
五
八
年→

一
八
五
九

年
の
年
頭
、
「
当
戌
年
」
（
文
久
二
年
／
一
八
六
二
）→

一
八

六
三
年
の
年
頭
、「
来
ル

寅
年
」（
一
八
六
六
年
／
慶
応
四
年
）

→

一
八
六
七
年
の
年
頭
、
と
い
う
具
合
で
す
。 

そ
の
予
想
を
裏
付
け
る
、
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
に
鶴

松
村
の
人
々
が
地
頭
所
に
挨
拶
に
行
っ
た
際
の
史
料
が
残
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
が
卯
年
（
安
政
二
年
／
一
八
五
五
）
正
月

八
日
付
け
〔
新
年
挨
拶
并
大
地
震
御
救
御
米
・
金
子
礼
状
〕

（
前
頁
に
写
真
）
で
、
安
政
東
海
地
震
の
翌
年
の
、
地
頭
（
領

主
）
へ
の
新
年
の
挨
拶
で
、
安
政
東
海
地
震
後
の
御
救
米
と

拝
借
金
に
つ
い
て
御
礼
を
述
べ
て
い
ま
す
。 

 

御
救
米
と
拝
借
金
に
つ
い
て
は
二
葉
目
表
に
書
か
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
部
分
を
抜
き
出
し
て
み
ま
し
ょ
う
。 

一
、
去
暮
廿
三
日
御
差
立
之
御
用
状
晦
日
到
来
、
奉
二

拝

見
一

候
処
、
大
地
震
ニ

付
為
二

御
救
御
米
一

八
拾
七
俵

銘
〻
江

被
二

下
置
一

、
尚
又
金
子
三
拾
四
両
当
座
手

当
ニ

御
貸
シ

附
ニ

相
成
候
分
今
般
御
改
メ

、
無
利
足
拾

ヶ
年
ノ

賦
被
二

成
下
一

、
格
別
之
御
慈
悲
村
中
一
同

難
レ

有
奉
二

頂
戴
一

候
。
当
御
請
書
之
儀
者
木
野
氏

様
ヘ

奉
二

差
上
一

候
。
此
段
足
銭
御
承
引
奉
二

願
上
一

候
。
以
上
。 

［
現
代
語
訳
］ 

一
、
去
年
の
暮
れ
二
十
三
日
に
出
し
て
く
だ
さ
っ
た
御

用
状
は
、
晦
日
に
到
来
し
ま
し
た
。
拝
見
し
ま
し

た
と
こ
ろ
、
大
地
震
に
つ
き
、
御
救
御
米
と
し
て

八
十
七
俵
を
そ
れ
ぞ
れ
に
く
だ
さ
れ
、
な
お
ま
た

金
子
三
十
四
両
を
当
座
の
手
当
と
し
て
お
貸
し
付

け
く
だ
さ
い
ま
し
た
分
を
、
そ
こ
で
改
め
ら
れ
、

無
利
足
で
十
ヶ
年
で
の
返
済
と
し
て
く
だ
さ
り
、

格
別
の
御
慈
悲
と
、
村
中
一
同
あ
り
が
た
く
頂
戴

い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
御
請
書
に
つ
き
ま
し
て
は
、

木
野
氏
様
へ
差
し
上
げ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
つ

い
て
、
足
銭
（
宿
か
ら
旅
籠
へ
の
補
助
金
）
も
承

諾
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
以
上
。 

 

年
月
日
は
卯
年
の
正
月
八
日
と
し
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、

寅
年
に
起
き
た
大
地
震
の
翌
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
大

地
震
と
は
安
政
東
海
地
震
の
こ
と
で
、
こ
の
史
料
は
安
政
二

年
（
一
八
五
五
）
の
も
の
だ
と
推
定
し
ま
し
た
。 

 

暮
れ
の
十
二
月
晦
日
に
領
主
（
こ
の
こ
ろ
は
夏
目
氏
知
）

家
中
の
矢
澤
正
介
か
ら
書
状
が
届
き
、
見
た
と
こ
ろ
、
大
地

震
の
た
め
、
御
救
米
を
そ
れ
ぞ
れ
に
出
し
た
、
ま
た
、
以
前

貸
し
た
拝
借
金
を
、
無
利
足
十
ヶ
年
払
い
と
し
た
、
と
の
内

容
で
し
た
。
こ
の
史
料
は
、
そ
の
こ
と
に
対
す
る
礼
状
で
す
。 

 

末
尾
で
足
銭
＝
宿
か
ら
旅
籠
へ
の
補
助
金
に
つ
い
て
も
お

願
い
し
て
い
ま
す
が
、
そ
こ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
関
連
史

料
が
見
つ
か
っ
て
い
な
い
の
で
よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
。 

 

新
年
の
挨
拶
や
珍
し
き
海
苔
の
話
に
挟
ま
れ
て
、
御
救
米
、

拝
借
金
の
御
礼
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。 

調
べ
て
み
る
と
、
甲
州
で
も
、
天
保
の
飢
饉
の
時
に
は
、

新
年
の
挨
拶
の
と
き
に
領
主
と
村
役
人
が
予
想
さ
れ
る
凶
作

に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
新
年
の
挨
拶
は
、

村
役
人
と
領
主
側
が
対
面
し
て
や
り
と
り
を
す
る
場
で
も
あ

り
ま
し
た
か
ら
、
そ
う
し
た
災
害
対
策
の
話
し
合
い
の
場
で

も
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

【
参
考
文
献
】 

①
益
田
廣
實
「
天
保
飢
饉
に
お
け
る
夫
食
米
等
拝
借
に
つ
い

て―
―

甲
州
郡
内
領
諸
村
を
中
心
と
し
て―

―

」（『
地
方

史
研
究
』
二
九
（
一
）、
一
九
七
九
年
）。 

②
塚
本
学
「
年
賀
状
と
年
始
の
客
」（『
日
本
歴
史
』
六
三
二
、

二
〇
〇
一
年
）。 

  
 

（
一
八
六
二
） 
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年
賀
状
と
は
、
新
年
を
祝
い
、
一
層
の
交
誼
を
願
う
書
状

で
す
。
年
賀
状
の
風
習
に
つ
い
て
は
、
小
松
茂
美
氏
が
、
十

一
世
紀
に
成
立
し
た
、
藤
原
明
衡
の
『
雲
州
消
息
』
に
収
録

さ
れ
た
正
月
一
日
付
け
の
文
書
文
例
が
最
も
古
い
例
だ
と
し

て
い
ま
す
（
参
考
文
献
①
一
七
〇
頁
）。
そ
の
理
解
は
、
そ
の

後
に
も
お
お
む
ね
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。 

 

し
か
し
、
高
崎
み
ど
り
氏
は
、
典
型
的
な
年
賀
状
の
条
件

と
し
て
、「
は
が
き
に
記
し
、
正
月
に
な
る
前
に
予
め
出
し
て

お
く
も
の
、
そ
し
て
記
す
文
言
は
、「
謹
賀
新
年
」「
あ
け
ま

し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
な
ど
、
一
般
の
手
紙
文
と

は
異
な
る
形
式
で
、
ほ
ぼ
決
ま
っ
た
範
囲
の
中
か
ら
選
択
さ

れ
た
用
語
を
使
う
も
の
で
あ
る
こ
と
」（
参
考
文
献
②
二
頁
）

と
い
う
定
義
を
行
い
、
年
賀
状
と
い
う
文
書
様
式
を
整
理
し

直
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
現
代
の
、
我
々
が
「
年
賀
状
」
と

聞
い
て
想
像
す
る
書
状
を
細
か
く
定
義
し
た
も
の
で
す
。 

 

基
本
的
に
、
日
本
の
書
状
（
私
信
）
は
、
時
候
の
挨
拶
な

ど
が
あ
っ
て
、
そ
の
後
本
文
が
来
て
、
最
後
に
結
び
の
言
葉

が
来
ま
す
。 

 

高
崎
氏
の
定
義
は
、
高
崎
氏
自
身
が
「
現
在
の
年
賀
状
は
、

前
書
き
の
挨
拶
と
日
付
だ
け
の
、
書
簡
本
来
の
形
式
か
ら
い

え
ば
い
さ
さ
か
異
質
な
も
の
と
い
え
よ
う
」（
参
考
文
献
②
四

頁
）
と
記
し
て
い
る
よ
う
に
、「
現
在
の
年
賀
状
の
特
徴
は
、

時
候
の
挨
拶
の
み
の
文
書
様
式
で
、
そ
の
時
候
の
挨
拶
が
主

と
な
っ
て
い
る
と
い
う
点
だ
」
と
し
て
い
る
も
の
で
す
。 

 

そ
の
再
整
理
に
よ
れ
ば
、
小
松
氏
が
古
い
例
と
し
た
『
雲

州
消
息
』
収
録
文
例
以
降
、
お
お
よ
そ
江
戸
時
代
ま
で
の
、

そ
れ
ま
で
年
賀
状
と
さ
れ
て
き
た
書
状
の
類
の
大
半
は
、「
手

年不明正月 28 日付け 

〔田代八郎左衛門宛藤沢山他阿書状〕 

 

冒頭に新年の挨拶がありますが、本題は、左に拡大し

た「然者旧冬出火御類焼被レ成旨従二省光寺一承レ之、

笑止千万存候」云々という火事見舞のようです。 



紙
を
出
す
の
が
た
ま
た
ま
正
月
で
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
時
候

に
ふ
さ
わ
し
い
挨
拶
が
今
で
い
う
年
賀
の
用
語
に
あ
た
っ
て

い
た
わ
け
で
、
あ
く
ま
で
も
“
主
”
は
用
件
な
ど
の
内
容
、

年
賀
の
用
語
は
“
従
”
で
あ
っ
た
」（
参
考
文
献
②
三
頁
）
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

高
崎
氏
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
歳
時
記
に
あ
る
「
年
賀
状
」

「
賀
状
」
の
句
例
は
近
代
以
降
の
も
の
ば
か
り
で
、
江
戸
時

代
の
句
例
に
あ
る
「
初
便
り
」
（
新
年
初
め
て
か
わ
す
音
信
）

も
、
新
年
初
の
音
信
を
一
般
的
に
言
う
だ
け
で
、「
典
型
的
な

年
賀
状
」
で
は
な
い
そ
う
で
す
。
そ
し
て
、
高
崎
氏
は
、
明

治
に
郵
便
は
が
き
の
取
り
扱
い
が
開
始
さ
れ
た
時
期
、
郵
便

は
が
き
の
発
行
が
増
加
し
た
時
期
と
、
年
始
廻
礼
が
行
わ
れ

な
く
な
り
始
め
た
時
期
、
年
賀
状
が
増
え
る
時
期
が
合
致
す

る
こ
と
な
ど
か
ら
、
明
治
に
、
近
代
の
郵
便
制
度
が
整
う
な

か
で
、
年
始
廻
り
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
、
葉
書
に
賀
詞
を

記
し
て
送
る
こ
と
＝
「
典
型
的
な
年
賀
状
」
が
始
ま
っ
た
、

と
し
て
い
ま
す
。 

 

高
崎
氏
に
よ
れ
ば
、
江
戸
時
代
の
町
家
の
年
礼
は
、
紋
付

小
袖
で
供
を
連
れ
、
年
玉
の
品
物
を
持
っ
て
、
二
日
よ
り
年

礼
廻
り
を
す
る
習
慣
で
、
そ
う
し
た
新
年
慶
賀
の
使
者
を
待

ち
受
け
る
側
は
、
使
者
を
丁
重
に
も
て
な
し
、
受
け
取
っ
た

年
玉
を
盛
る
も
の
だ
っ
た
と
言
い
ま
す
。 

 

そ
の
風
習
が
簡
略
化
さ
れ
る
と
、
玄
関
に
年
始
帳
を
置
い

て
済
ま
す
、
と
い
う
も
の
に
な
り
、
年
始
廻
り
に
来
た
使
者

は
、
年
始
帳
に
署
名
す
る
だ
け
、
と
い
う
も
の
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
が
、
江
戸
か
ら
明
治
に
移
る
と
、
名
刺
受
け
と
名

刺
に
、
更
に
簡
略
化
さ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
簡
略
化
さ
れ
た
年
始
の
挨
拶
が
、
近
代
郵
便
制
度
の

発
足
を
背
景
に
、
葉
書
の
や
り
と
り
だ
け
に
更
に
簡
略
化
し

た
も
の
が
年
賀
状
で
す
。 

 

こ
こ
で
、
葉
書
で
な
く
書
状
の
形
で
出
さ
れ
た
、
新
年
の

手
紙
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。 

 

一
点
目
は
年
不
明
正
月
二
十
八
日
付
け
〔
田
代
八
郎
左
衛

門
宛
藤
沢
山
他
阿
書
状
〕、
袋
井
宿
の
本
陣
宛
の
お
手
紙
で
す

（
前
頁
に
写
真
）。 

紙
を
横
長
に
折
っ
て
記
し
た
、
折
紙
と
い
う
様
式
の
文
書

で
す
。
最
も
格
式
高
い
文
書
（
竪
紙
）
と
比
べ
れ
ば
略
式
で

は
あ
る
も
の
の
、
き
ち
ん
と
し
た
格
式
の
書
状
で
す
。 

 

年
賀
の
挨
拶
が
冒
頭
に
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、「
然
者
」
以

降
に
本
文
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
「
然
者
旧
冬
出

火
御
類
焼
被
レ

成
旨
従
二

省
光
寺
一

承
レ

之
、
笑
止
千
万
存
候
」

云
々
と
あ
り
、
火
事
の
見
舞
が
本
題
で
、
そ
の
書
状
が
正
月

二
十
八
日
に
出
さ
れ
て
、
お
そ
ら
く
は
そ
の
年
初
め
て
の
書

状
で
あ
っ
た
た
め
に
、
時
候
の
挨
拶
と
し
て
、
新
年
の
挨
拶

が
採
用
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。 

 

続
い
て
、
年
不
明
正
月
十
一
日
付
け
〔
金
原
仁
太
夫
宛
て

川
口
隠
居
年
賀
状
〕（
戸
羽
野
村
）
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。 

 

尚
以
未
明
寒
強
御
座
候
間
、
随
分
被
レ

成
二

御
凌
一

候

様
ニ

被
□
存
候
。
乍
二

末
筆
一

御
家
内
様
ヘ

も
年
頭
之
御

祝
儀
よ
ろ
し
く
被
二

仰
渡
一

可
レ

被
レ

下
候
。
喜
申
候
ニ

も
無
二

御
隙
一

御
成
長
之
御
事
与

被
レ

存
候
段
、
よ
ろ
し

く
奉
二

願
上
一

候
。
以
上
。 

 

改
暦
之
御
吉
慶
不
レ

可
レ

有
二

休
期
一

御
座
目
出
度
申
納

候
。
先
以
其
御
地
御
家
内
様
被
レ

成
二

御
越
歳
一

珍
重
御

事
被
レ

存
候
。
随
而
爰
元
家
内
并

私
義
も

無
異
ニ

嘉
年
仕
候

間
、
乍
レ

憚
御
休
意
可
レ

被
レ

下
候
。
右
年
頭
之
御
祝
儀
為

レ

可
レ

得
二

貴
意
一

、
如
レ

斯
御
座
候
。
猶
万
喜
期
二

永
日
一

之
時
候
。
恐
惶
謹
言
。 

 

正
月
十
一
日 

 
 

川
口
隠
居 

  

金
原
仁
太
夫
様 

参
人
〻
御
中 

  

こ
の
文
書
は
、
一
見
古
い
様
式
を
備
え
て
い
る
よ
う
に
見

え
ま
す
が
、
読
ん
で
み
る
と
、
新
年
の
賀
詞
と
一
層
の
交
誼

を
願
う
、「
年
賀
状
」
の
内
容
の
み
の
文
書
で
す
。 

浅
羽
町
史
の
頃
、
こ
の
史
料
を
整
理
し
た
人
は
、
根
拠
不

明
な
が
ら
明
治
の
こ
ろ
の
も
の
と
推
定
し
て
い
る
よ
う
で
す
。 

 

冒
頭
、
一
字
下
げ
の
「
尚
」
で
始
ま
っ
て
い
る
部
分
は
「
尚

尚
書
」
と
言
っ
て
、
文
書
の
は
じ
め
に
配
置
さ
れ
る
追
伸
文

で
す
が
、
そ
こ
も
新
年
の
挨
拶
の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

こ
ち
ら
は
、
古
態
を
残
し
て
い
な
が
ら
、
新
し
い
「
典
型

的
な
年
賀
状
」
と
言
え
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

【
参
考
文
献
】 

①
小
松
茂
美
『
手
紙
の
歴
史
』（
岩
波
新
書
、
一
九
七
六
年
）。 

②
高
崎
み
ど
り
「
年
賀
状
の
成
立
に
関
す
る
研
究
」（『
文
学

部
紀
要
』
一
、
文
教
大
学
、
一
九
八
七
年
）。 

③
「
特
集
２ 

年
賀
郵
便
の
歴
史―

―

日
本
の
年
始
に
欠
か

せ
な
い
年
賀
状 

そ
の
変
遷
を
た
ど
っ
て
」（『
総
務
省
』

一
二
、
二
〇
〇
一
年
）。 
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高
崎
氏
の
研
究
を
参
照
し
て
い
な
い
よ
う
な
の
で
、
う
ま

く
問
題
意
識
を
継
承
し
き
れ
て
い
な
い
面
も
あ
り
ま
す
が
、

年
賀
状
研
究
を
、
郵
便
制
度
の
面
に
つ
い
て
精
緻
に
進
め
た

も
の
が
、「
特
集
２ 

年
賀
郵
便
の
歴
史―

―

日
本
の
年
始
に

欠
か
せ
な
い
年
賀
状 

そ
の
変
遷
を
た
ど
っ
て
」（『
総
務
省
』

一
二
、
二
〇
〇
一
年
）
で
す
。 

 

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
に
郵
便
制
度

が
始
ま
り
、
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
に
郵
便
は
が
き
が
発

行
さ
れ
る
と
、
年
始
廻
り
が
次
第
に
葉
書
に
よ
る
年
賀
の
挨

拶
状
に
変
わ
り
、
明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）
の
郵
便
週
報

で
は
、
既
に
、
年
賀
郵
便
の
処
理
の
た
め
に
郵
便
局
が
多
忙

を
極
め
た
と
す
る
記
事
が
見
ら
れ
、
こ
の
時
期
ま
で
に
年
賀

状
が
定
着
し
た
、
と
の
こ
と
で
す
。 

 

年
賀
状
の
風
習
が
始
ま
っ
た
頃
は
、
年
賀
状
は
、
新
年
を

迎
え
て
か
ら
認
め
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
、
そ
の
た
め
も
あ

っ
て
、
年
賀
状
の
差
し
出
し
は
元
日
に
集
中
し
て
い
ま
し
た
。 

 

年
賀
状
の
増
加
に
よ
り
、
逓
信
省
は
、
正
月
一
日
か
ら
五

日
ま
で
の
郵
便
は
が
き
へ
の
押
印
を
省
略
す
る
な
ど
、
業
務

を
減
ら
す
措
置
を
と
り
、
明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）
十

二
月
に
は
、
指
定
局
に
限
り
、
年
賀
郵
便
の
特
別
取
り
扱
い

（
期
間
は
十
二
月
二
十
日
か
ら
三
十
日
ま
で
）
を
開
始
、
明

治
三
十
八
年
（
一
九
〇
五
）
十
二
月
に
は
、
全
国
す
べ
て
の

局
で
の
年
賀
郵
便
の
取
り
扱
い
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
と

き
に
、
期
間
中
に
引
き
受
け
た
年
賀
状
を
、
元
日
を
待
っ
て

届
け
る
と
い
う
特
別
取
り
扱
い
の
制
度
が
確
立
し
ま
し
た
。 

 

今
の
年
賀
状
の
取
り
扱
い
は
、
郵
便
局
の
負
担
軽
減
の
た

め
に
始
ま
っ
た
も
の
で
し
た
。
明
治
三
十
八
年
（
一
九
〇
五
）

明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
一
月
三
日
付
け
〔
桑
原
太
平
宛
森
本
伊
勢
男
年
賀
状
〕（
長
溝
村
） 

 

賀
詞
と
一
層
の
交
誼
を
願
う
文
言
に
続
き
、
宛
先
の
人
物
の
息
子
が
徴
兵
さ
れ
、
戦
地
へ
と
出
発
し
た
こ
と
に
触
れ
て

い
ま
す
。 



の
年
賀
状
は
、
一
億
一
千
万
通
に
の
ぼ
っ
た
と
推
計
さ
れ
て

い
ま
す
。 

 

そ
の
後
、
明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）
に
は
、
官
製
は

が
き
の
他
に
私
製
は
が
き
が
認
め
ら
れ
、
昭
和
十
年
（
一
九

三
五
）
に
は
日
本
の
年
賀
切
手
第
一
号
が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
以
降
は
、
戦
争
の
影
響
で
、
紙

の
消
費
節
約
と
国
家
資
源
確
保
と
い
う
名
目
で
、
年
賀
状
停

止
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
年
賀
切
手
の
発
行
も
、
昭
和
十
三
年

（
一
九
三
八
）
以
降
中
止
さ
れ
ま
し
た
。
年
賀
郵
便
の
特
別

取
扱
も
、
昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
に
は
停
止
さ
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
敗
戦
後
、
昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）
に

は
年
賀
郵
便
取
扱
が
復
活
し
、
昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）

に
は
、
様
々
な
商
品
が
当
た
る
く
じ
付
の
年
賀
は
が
き
が
、

昭
和
二
十
五
年
用
と
し
て
発
行
開
始
さ
れ
ま
し
た
。 

で
は
、
葉
書
に
書
か
れ
た
年
賀
状
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。 

 

一
通
目
、
明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
一
月
三
日
付
け

〔
桑
原
太
平
宛
森
本
伊
勢
男
年
賀
状
〕（
長
溝
村
）
を
見
て
み

ま
し
ょ
う
（
前
頁
に
写
真
）。 

 

所
謂
「
年
賀
状
」
で
す
が
、
時
節
側
、
宛
先
で
あ
る
桑
原

太
平
の
息
子
好
治
の
徴
兵
に
関
す
る
こ
と
に
も
触
れ
ら
れ
て

い
ま
す
。 

 

差
出
人
と
宛
先
は
親
し
い
間
柄
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
親

し
い
相
手
の
家
族
が
出
征
し
た
と
な
れ
ば
、
そ
の
こ
と
に
触

れ
な
い
、
と
い
う
訳
に
も
い
か
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

 

同
年
に
は
、
今
見
た
年
賀
状
で
話
題
に
な
っ
て
い
た
、
徴

兵
さ
れ
た
息
子
、
好
治
か
ら
も
太
平
宛
に
葉
書
が
送
ら
れ
て

い
ま
す
。
明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
一
月
一
日
付
け

〔
桑
原
太
平
宛
桑
原
好
治
葉
書
〕（
長
溝
村
）
で
す
。 

 

朝
鮮
半
島
の
安
東
県
か
ら
出
さ
れ
た
葉
書
で
す
。
冒
頭

に
、「
謹
祝
新
年
併
テ

尊
父
母
一
家
ノ
健
全
ヲ
祈
ル

」
と
新
年

の
賀
詞
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
に
続
き
、
人
馬
の
骸
骨
が
路

傍
に
あ
る
こ
と
、
道
中
の
寒
さ
で
手
足
や
耳
を
失
っ
た
仲
間

が
い
る
、
な
ど
、
生
々
し
い
行
軍
の
様
子
が
書
か
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
文
書
は
一
月
一
日
付
け
で
、
年
始
の
賀
詞
も
あ
り

ま
す
が
、
当
然
な
が
ら
、
自
分
の
出
征
後
の
近
況
を
伝
え
る

こ
と
が
主
目
的
だ
っ
た
と
み
て
良
い
で
し
ょ
う
。 

 

宛
名
面
に
消
印
が
二
つ
あ
り
、
一
つ
目
に
は
「
第
一
軍
第

十
二
／
野
戦
郵
便
局
／
廿
八
年
一
月
／
一
日
／
□
□
」
と
あ

り
ま
す
が
、
二
つ
目
の
消
印
に
は
「
□
□
／
袋
井
／
二
月
／

八
日
／
□
便
」
と
書
か
れ
て
い
て
、
ま
た
、
宛
名
面
に
、
お

そ
ら
く
太
平
に
よ
る
「
二
月
九
日
ニ
到
着
」
と
い
う
書
込
が

あ
り
ま
す
。
戦
地
か
ら
の
葉
書
は
、
遠
州
の
長
溝
に
届
く
ま

で
一
ヶ
月
ほ
ど
か
か
っ
た
よ
う
で
す
。 

 

事
情
は
そ
れ
ぞ
れ
で
す
が
、
賀
詞
だ
け
の
手
紙
（「
典
型
的

な
年
賀
状
」）
と
い
う
の
も
、
中
々
難
し
い
よ
う
で
す
。 

 

【
参
考
文
献
】 

①
「
特
集
２ 

年
賀
郵
便
の
歴
史―

―

日
本
の
年
始
に
欠
か

せ
な
い
年
賀
状 

そ
の
変
遷
を
た
ど
っ
て
」（『
総
務
省
』

一
二
、
二
〇
〇
一
年
）。 

 

〔桑原好治葉書〕 

２つの消印 

「
明
治
廿
八
年
一
月
一
日
」 

「
二
月
九
日
ニ
到
着
」 

〔桑原好治葉書〕 

葉書の日付（右）と書込（左） 

明治 28 年（1895）１月 1 日付け〔桑原太平宛桑原好治葉書〕（長溝村） 
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前
項
で
触
れ
た
、
長
溝
村
の
史
料
群
に
は
、
日
清
戦
争
の

頃
の
郵
便
が
一
括
で
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
期
間
の
郵
便

物
が
ま
と
め
て
残
さ
れ
て
い
た
た
め
、
明
治
二
十
八
年
（
一

八
九
五
）
の
年
賀
状
も
今
日
に
伝
わ
り
ま
し
た
。 

 

そ
の
中
に
は
、「
典
型
的
な
年
賀
状
」
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
内
の
一
つ
の
写
真
を
上
に
載
せ
ま
し
た
が
、「
典
型
的

な
年
賀
状
」
は
、
書
か
れ
て
い
る
内
容
が
少
な
い
の
で
、
語

れ
る
こ
と
も
少
な
い
、
と
い
う
悩
み
が
あ
り
ま
す
。 

同
史
料
群
の
明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
一
月
元
旦
付

け
〔
桑
原
太
平
宛
竹
原
健
次
郎
年
賀
状
〕
は
、
言
葉
は
難
し

い
で
す
が
、
や
は
り
簡
単
な
内
容
で
す
（
左
に
写
真
）。 

 

（
通
信
面
） 

謹
奉
賀
新
禧 

併
而
平
素
之
疎
闊
ヲ
謝
シ
、 

尊
堂
之
隆
盛
ヲ
祈
ル
。 

一
月
元
旦 

         

明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
一
月
一
日
付
け
〔
桑
原
実
平
宛
井
田
磐
次
郎
年
賀
状
〕（
長
溝
村
） 

 

賀
詞
と
一
層
の
交
誼
を
願
う
文
言
の
み
の
、
高
崎
氏
が
定
義
し
た
「
典
型
的
な
年
賀
状
」
の
例
。 



 
先
に
、
郵
便
制
度
が
始
ま
っ
た
頃
に
は
、
年
賀
状
は
新
年

を
迎
え
て
か
ら
認
め
る
も
の
だ
っ
た
、
と
書
き
ま
し
た
（
こ

の
冊
子
の
五
頁
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。 

 

こ
れ
ま
で
に
ご
紹
介
し
た
年
賀
状
の
例
は
、
い
ず
れ
も
一

月
一
日
以
降
の
も
の
の
よ
う
で
す
。 

こ
れ
ま
た
同
史
料
群
の
明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
一

月
一
日
付
け
〔
桑
原
太
平
宛
寺
田
彦
太
郎
年
賀
状
〕
は
印
刷

さ
れ
た
年
賀
状
で
す
（
左
に
写
真
）。 

             

よ
り
現
代
の
年
賀
状
に
近
接
し
て
い
る
も
の
と
も
言
え
ま

す
が
、
通
信
面
の
日
付
（
明
治
二
十
八
年
一
月
一
日
）
と
消

印
の
日
付
（
明
治
二
十
七
年
十
二
月
三
十
一
日
）
と
を
見
比

べ
る
と
、
一
月
一
日
付
け
で
あ
り
な
が
ら
、
前
年
の
十
二
月

の
内
に
書
い
て
投
函
し
た
も
の
だ
と
分
か
り
ま
す
。
よ
り
現

代
的
な
年
賀
状
と
言
え
ま
し
ょ
う
。 

 

下
に
消
印
の
写
真
を
の
せ
ま
す
。 

 

              

（
消
印
） 

「
武
蔵
／
東
京
三
田
／
廿
七
年
十
二
月
／
三
十
一
日
／
ヌ
便
」 

 

【
参
考
文
献
】 

①
「
特
集
２ 
年
賀
郵
便
の
歴
史―

―

日
本
の
年
始
に
欠
か

せ
な
い
年
賀
状 
そ
の
変
遷
を
た
ど
っ
て
」（『
総
務
省
』

一
二
、
二
〇
〇
一
年
）。 

        

                  

上
の
文
中
で
は
触
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
同
史
料
群
に
は
右

写
真
の
よ
う
な
例
も
あ
り
ま
す
。 

明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
一
月
二
日
付
け
〔
桑
原
実

平
宛
溝
口
某
年
賀
状
〕。 

  
 

謹

賀

新

年 

謝
二

既
往
之
疎
遠
一 

祈
二

併
将
来
交
誼
一 

明
治
廿
八
年
一
月
二
日 

（
一
八
九
五
） 
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さ
て
、
こ
う
し
た
年
賀
状
も
、
セ
ン
ス
の
良
い
人
の
手
に

か
か
る
と
随
分
お
し
ゃ
れ
な
仕
上
が
り
に
な
る
よ
う
で
す
。

購
入
史
料
な
の
で
、
袋
井
と
は
直
接
的
に
は
関
係
し
ま
せ
ん

が
、
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
一
月
一
日
付
け
〔
武
藤
叟

宛
て
三
浦
環
年
賀
状
〕
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。 

 

初
春
の
お 

よ
ろ
こ
ひ 

御
一
家
御
幸
福 

い
の
り
上 

 
 

参
ら
せ
候 

 
 
 

か
し
こ 

 
 

三
浦 

環
（
印
） 

 

差
出
人
の
三
浦
環
（
一
八
八
四―

一
九
四
六
）
は
、
日
本

近
代
を
代
表
す
る
オ
ペ
ラ
歌
手
で
す
。 

 

三
浦
環
は
、
明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）、
東
京
府
に
生
ま

れ
ま
し
た
。
こ
の
時
の
姓
は
柴
田
。
こ
の
後
、
軍
医
藤
井
善

一
と
結
婚
し
藤
井
環
に
。
藤
井
善
一
と
の
離
婚
後
、
医
師
の

三
浦
政
太
郎
と
再
婚
し
て
三
浦
環
と
な
り
ま
す
。 

環
は
、
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
に
東
京
女
学
館
に
入

学
し
、
明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）
に
は
同
校
を
卒
業
し

東
京
音
楽
学
校
に
入
学
。
東
京
音
楽
学
校
在
学
中
の
明
治
三

十
六
年
（
一
九
〇
三
）
に
、
日
本
人
初
の
オ
ペ
ラ
公
演
の
主

役
を
務
め
ま
し
た
。 

 

卒
業
後
は
東
京
音
楽
学
校
の
助
教
授
を
経
て
、
明
治
四
十

四
年
（
一
九
一
一
）
に
帝
国
劇
場
歌
劇
部
専
属
技
芸
員
と
な

昭和 12 年（1937）１月１日付け 

〔武藤叟宛て三浦環年賀状〕 

 

左写真は年賀状が入っていた封筒 



り
ま
し
た
。
東
京
音
楽
学
校
助
教
授
時
代
に
山
田
耕
筰
を
指

導
し
て
い
ま
す
。 

 

大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
に
医
師
の
三
浦
政
太
郎
と
結
婚
。 

 

結
婚
の
翌
年
に
、
夫
と
共
に
ベ
ル
リ
ン
に
留
学
。
こ
の
留

学
を
機
に
、
ロ
ン
ド
ン
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
デ
ビ
ュ
ー
。
そ
の
後

ア
メ
リ
カ
で
も
公
演
。
当
た
り
役
は
「
蝶
々
夫
人
」
。
環
は
、

日
本
で
初
め
て
、
世
界
的
に
活
躍
し
た
オ
ペ
ラ
歌
手
で
す
。 

 

昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
、
三
浦
政
太
郎
が
死
去
。
彼
の
墓

所
が
、
袋
井
市
国
本
の
正
観
寺
に
あ
り
ま
す
。
当
時
国
外
に

い
た
環
は
、
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
に
帰
国
し
、
正
観
寺

（
袋
井
市
）
の
三
浦
政
太
郎
の
墓
に
詣
で
ま
し
た
。 

 

宛
先
の
武
藤
叟
（
ム
ト
ウ 

ソ
ウ
）
は
、
著
名
な
芸
術
家
、

財
界
人
、
あ
る
い
は
政
府
関
係
者
と
も
接
点
が
あ
っ
た
も
の

の
、
彼
自
身
が
た
だ
の
一
般
人
だ
っ
た
た
め
、
史
料
が
あ
ま

り
残
っ
て
い
な
い
、
謎
の
多
い
人
物
で
す
。 

 

で
す
が
、
西
村
将
洋
氏
の
尽
力
に
よ
り
、
武
藤
叟
関
係
の

史
料
は
か
な
り
整
備
さ
れ
、
略
歴
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。 

武
藤
叟
の
生
没
年
は
一
八
九
八
～
一
九
七
八
年
。
福
岡
県

糸
島
郡
長
糸
村
に
生
ま
れ
ま
し
た
（
川
上
姓
、
幼
名
不
明
）。 

 

七
歳
の
時
に
、
福
岡
県
姪
浜
清
楽
寺
の
養
子
と
な
り
、
武

藤
仁
叟
と
本
名
を
改
め
ま
し
た
。
本
名
は
「
仁
叟
」（
ニ
ソ
ウ
）

で
、
「
叟
」
は
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
す
。 

 

福
岡
の
中
学
修
猷
館
を
卒
業
後
、
京
都
の
臨
済
宗
大
学
（
現

花
園
大
学
）
に
入
学
。
臨
済
宗
大
学
で
フ
ラ
ン
ス
に
出
会
っ

た
よ
う
で
、
一
年
で
大
学
を
や
め
、
東
海
道
を
行
脚
し
て
東

京
に
向
か
い
ま
し
た
。 

 

大
正
十
年
（
一
九
二
一
）
に
、
真
宗
大
谷
派
の
伊
藤
証
真

の
援
助
を
受
け
初
の
渡
仏
。
大
正
十
三
年
に
は
、
清
楽
寺
の

先
住
が
亡
く
な
っ
た
の
で
、
日
本
に
呼
び
戻
さ
れ
ま
し
た
。 

 
帰
国
後
は
、
禅
僧
に
な
る
覚
悟
を
決
め
、
岐
阜
の
僧
院
に

行
き
ま
す
が
、
す
ぐ
に
清
楽
寺
に
帰
り
、
福
岡
で
フ
ラ
ン
ス

語
の
教
師
と
し
て
教
鞭
を
と
り
ま
し
た
。 

昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
頃
に
二
度
目
の
パ
リ
行
き
を
決

行
。
そ
の
帰
国
後
は
東
京
に
住
み
ま
し
た
。
武
藤
仁
叟
（
叟
）

は
東
京
で
巴
里
会
と
い
う
団
体
に
所
属
し
ま
す
。
昭
和
十
年

頃
か
ら
「
南
一
郎
」
と
い
う
筆
名
を
用
い
る
よ
う
に
な
り
、

南
一
郎
名
義
で
巴
里
会
の
会
誌
を
編
集
し
て
い
ま
し
た
。 

 

昭
和
十
二
年
、
巴
里
会
の
企
画
「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
・
ボ
ー
イ
」
で
三
度
目
の
渡
仏
。 

 

昭
和
十
八
年
八
月
に
日
本
を
出
国
し
て
タ
イ
の
バ
ン
コ
ク

へ
。
日
泰
文
化
会
館
で
勤
務
し
ま
し
た
。 

 

敗
戦
後
は
、
福
岡
の
清
楽
寺
へ
帰
っ
た
そ
う
で
す
。 

巴
里
会
は
、
日
仏
の
交
流
を
推
進
し
よ
う
と
し
た
サ
ロ
ン

の
よ
う
な
団
体
で
す
。
京
橋
区
銀
座
六
丁
目
四
番
地
の
み
ゆ

き
通
り
に
事
務
所
が
あ
り
ま
し
た
。
な
お
、
武
藤
の
自
宅
は

別
に
あ
り
、
彼
は
麻
布
に
住
ん
で
い
た
よ
う
で
す
。 

 

巴
里
会
の
主
な
活
動
は
、
サ
ロ
ン
で
の
会
員
相
互
の
交
流

や
、
会
員
以
外
の
人
と
の
交
流
、
み
ゆ
き
通
り
の
街
灯
を
お

し
ゃ
れ
に
し
て
み
る
、
パ
リ
へ
、
雛
人
形
や
五
月
人
形
を
贈

る
、
な
ど
で
す
。
サ
ロ
ン
に
は
、
図
書
、
碁
、
将
棋
、
チ
ェ

ス
、
麻
雀
が
完
備
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。 

 

三
浦
環
年
賀
状
は
封
筒
に
入
っ
て
い
ま
し
た
が
、
年
賀
は

が
き
を
封
筒
に
入
れ
て
送
る
の
は
、
年
始
廻
礼
が
変
化
し
て

い
た
時
期
、
名
刺
廻
礼
の
名
残
で
、
封
筒
に
名
刺
と
と
も
に

年
賀
状
を
入
れ
て
送
る
、
と
い
う
習
慣
が
、
年
賀
状
の
初
期

に
あ
っ
た
こ
と
が
由
来
の
よ
う
で
す
。 

 

【
参
考
文
献
】 

①
高
崎
み
ど
り
「
年
賀
状
の
成
立
に
関
す
る
研
究
」（『
文
学

部
紀
要
』
一
、
文
教
大
学
、
一
九
八
七
年
）。 

②
田
辺
久
之
『
考
証 

三
浦
環
』（
株
式
会
社
近
代
文
藝
社
、

一
九
九
五
年
）。 

③
「『
あ
み
・
ど
・
ぱ
り
』
編
集
者
、
武
藤
叟
を
め
ぐ
っ
て―

―

木
村
雅
子
氏
・
池
本
紀
氏
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
」（
聞
き
手
＝

西
村
将
洋
、
西
村
将
洋
編
／
和
田
博
文
監
修
『
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
・
日
本
人
の
フ
ラ
ン
ス
体
験 

第
５
巻 

パ
リ
へ
の

憧
憬
と
回
想―

―

『
あ
み
・
ど
・
ぱ
り
』
Ⅲ
』
柏
書
房
、
二

〇
〇
九
年
）。 

④
和
田
博
文
「
巴
里
会
と
武
藤
叟
」（
松
崎
碩
子
・
和
田
桂
子
・

和
田
博
文
編
『
Ｒ
Ｅ
Ｖ
Ｕ
Ｅ 

Ｆ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｏ―

Ｎ
Ｉ
Ｐ

Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｎ
Ｅ
別
巻 

両
大
戦
間
の
日
仏
文
化
交
流
』
株
式

会
社
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
一
五
年
）。 

 

三浦環年賀状は封筒に入っていた 
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は
じ
め
の
方
で
、
卯
年
（
安
政
二
年
／
一
八
五
五
）
正
月

八
日
付
け
〔
新
年
挨
拶
并
大
地
震
御
救
御
米
・
金
子
礼
状
〕

と
い
う
史
料
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。 

 

鶴
松
村
の
村
役
人
た
ち
が
、
安
政
東
海
地
震
の
す
ぐ
後
に

地
頭
（
領
主
）
の
所
に
新
年
の
ご
挨
拶
に
行
っ
た
際
の
史
料

な
の
で
、
災
害
対
応
が
話
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

し
か
し
、
史
料
を
読
む
と
、
そ
の
後
に
も
記
事
は
続
い
て

い
ま
し
て
、
災
害
が
な
か
っ
た
年
に
は
ど
の
よ
う
な
や
り
と

り
が
な
さ
れ
て
い
た
の
か
を
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

地
震
対
応
の
箇
所
に
続
く
部
分
を
読
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。 

 

尚
以
旧
冬
は
御
珍
鋪
干
海
苔
私
共
方
江

御
沢
山
ニ

御
送
リ

被
二

下
置
一

難
レ

有
頂
戴
仕
候
。
此
段
御
礼
可
二

申
上
一

候
。

御
家
内
衆
中
様
方
江

呉
〻
御
礼
御
通
達
奉
二

願
上
一

候
。 

  

卯
正
月
八
日 

 
 
 
 
 
 
 

文
次
郎 

宇
兵
衛 

惣

十 

矢
澤
御
氏
様 

 

［
現
代
語
訳
］ 

な
お
、
旧
年
中
は
珍
し
き
干
海
苔
を
私
ど
も
へ
沢
山
御

送
り
く
だ
さ
り
、
あ
り
が
た
く
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
御
礼
申
上
げ
ま
す
。
御
家
内

中
様
へ
も
、
く
れ
ぐ
れ
も
御
通
達
の
ほ
ど
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。 

 

敬
語
の
「
御
」
が
多
す
ぎ
て
読
み
に
く
く
な
っ
て
い
ま
す

が
、
前
の
年
に
、
地
頭
と
村
と
の
間
で
干
海
苔
な
ど
の
贈
答

が
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。 

村
役
人
と
領
主
間
で
の

贈
答
儀
礼
に
つ
い
て
は
、

史
料
が
残
っ
て
い
な
い
の

で
よ
く
分
か
ら
な
い
の
で

す
が
、
こ
う
し
た
贈
答
は
、

時
期
ご
と
に
律
儀
に
行
っ

て
い
た
の
で
し
ょ
う
。 

 

ま
た
、
干
海
苔
の
よ
う

な
海
藻
類
が
贈
ら
れ
て
い

た
こ
と
も
分
か
り
ま
す
。 

 

贈
答
儀
礼
は
、
様
々
な 

  

学
問
分
野
と
関
わ
る
、
意
外
と
重
要
な
テ
ー
マ
で
す
。 

 

贈
答
儀
礼
の
仕
組
み
か
ら
、
身
分
差
な
ど
の
上
下
関
係
を

前
提
と
し
た
、
そ
の
社
会
の
在
り
方
を
探
る
、
と
い
う
研
究

も
あ
り
ま
す
し
、
贈
答
と
流
通
経
済
と
の
関
係
を
考
え
る
研

究
も
あ
り
ま
す
。 

 

参
考
文
献
を
挙
げ
て
お
き
ま
し
た
の
で
、
贈
答
儀
礼
に
興

味
を
持
た
れ
た
方
は
、
ち
ょ
っ
と
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。 

 

贈
答
儀
礼
に
つ
い
て
初
め
て
読
む
方
に
は
、
桜
井
英
治
『
贈

与
の
歴
史
学 

儀
礼
と
経
済
の
あ
い
だ
』（
中
公
新
書
、
二
〇

一
一
年
）
が
お
す
す
め
で
す
。 

 

【
参
考
文
献
】 

①
小
野
正
敏
・
五
味
文
彦
・
萩
原
三
雄
編
『
考
古
学
と
中
世

史
研
究
55 

宴
の
中
世―

場
・
か
わ
ら
け
・
権
力―

』（
高

志
書
院
、
二
〇
〇
八
年
）。 

②
盛
本
昌
広
『
贈
答
と
宴
会
の
中
世
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇

〇
八
年
）。 

③
桜
井
英
治
『
贈
与
の
歴
史
学 

儀
礼
と
経
済
の
あ
い
だ
』

（
中
公
新
書
、
二
〇
一
一
年
）。 

④
マ
ル
セ
ル
・
モ
ー
ス
著
／
森
山
工
訳
『
贈
与
論 

他
二
篇
』

（
岩
波
文
庫
、
二
〇
一
四
年
）。 

⑤
桜
井
英
治
『
交
換
・
権
力
・
文
化 

ひ
と
つ
の
日
本
中
世

社
会
論
』（
み
す
ず
書
房
、
二
〇
一
七
年
）。 

  

〔新年挨拶并大地震御救御米・金子礼状〕 

「尚以旧冬は御珍鋪干海苔」…… 

 


